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　名古屋大学バンコク事務所開所記念
式典が、4月25日（金）、タイのチュラ
ロンコン大学内において挙行されまし
た。
　式典には、本学から、濵口総長、
渡辺理事、市橋副総長をはじめ、関
係部局から教職員が出席したほか、全
学同窓会タイ支部長であるアピナン・
スプラサート カセサート大学獣医学部
長、学外からも、在タイ日本国大使館
の佐藤重和特命全権大使や、ピロム・
カモンラタナクン チュラロンコン大
学長、シリー・チャイセーリー カセ
サート大学副学長等、協定校からの来
賓、さらには国際連合教育科学文化
機関（UNESCO）や国際連合食糧農
業機関（FAO）等の国際機関、在タ
イ日本企業関係者など、90名を超える
方々の出席がありました。
　式典冒頭、総長が、これまでの協定
校を中心とした学術交流や、AC21（国
際学術コンソーシアム）を通じての大
学間の協働について言及し、事務所の
開所を契機として、今後、国際機関や
企業等との連携や、学問分野を横断す
るような、より多様で重層的な交流を

促進していくことが表明されました。
併せて、周辺国の日本法教育研究セン
ター（ベトナム、カンボジア、ミャン
マー、インドネシア、ラオス）やベト
ナム フエの内視鏡トレーニングセン
ター等とネットワーク化を図り、東南
アジアにおける交流の拠点としてバン
コク事務所を機能させたいと期待を述
べました。
　名古屋大学バンコク事務所は、上
海、ウズベキスタン、ドイツのヨー
ロッパセンターに続く本学4番目の海
外事務所として、チュラロンコン大学
石油・石油化学研究科のリサーチサー

ビスセンター内に開所しました。タ
イをはじめとする東南アジアからの
優秀な学生のリクルートや、タイや
東南アジアで展開しているキャンパ
ス ASEAN（大学の世界展開力強化事
業）や「ウェルビーイング in アジア」
実現のための女性リーダー育成プログ
ラム（博士課程教育リーディングプロ
グラム）等の活動支援、ASEAN の経
済統合等変革の著しい東南アジアの情
報収集と本学の情報発信等、全学の教
育・研究を支援する拠点として活動を
展開していきます。
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　第7回 AC21（国際学術コンソーシアム）国際フォーラ
ムが、4月13日（日）から16日（水）までの4日間、南アフリ
カ共和国のケープタウン近郊ステレンボッシュにあるスピ
ア・カンファレンス・センターにおいて、開催されました。
本フォーラムは、メンバー大学であるステレンボッシュ大
学がホスト校となり、AC21として初めてアフリカで実施
されました。
　AC21は、2002年に本学で開催された国際フォーラムに
おいて、世界の教育・研究・産業組織による国際的な学術
ネットワーク構築を目的として設立され、現在ではメン
バー大学は11カ国20大学にのぼり、2年ごとの国際フォー
ラムや学生を対象としたイベント（学生世界フォーラムや
国際スクーリング）の開催、国際共同研究の推進（助成金
提供含む）、ワークショップの開催、国際産学官連携プロ
ジェクトの実施など活動の幅を広げてきました。
　AC21の主要イベントである国際フォーラムは、2002年
に本学において第1回が開催されたのを皮切りに、2004年
にオーストラリア シドニー大学、2006年に英国 ウォリッ
ク大学、2008年に米国 ノースカロライナ州立大学、2010
年に中国 上海交通大学、2012年にオーストラリア アデ
レード大学で開催されています。第7回となる今回の国際
フォーラムには、18カ国27大学から、メンバー大学の学長、
副学長、教職員のほか、アフリカ諸国の大学関係者や学生、
政府機関から約100名が参加し、活発な議論が繰り広げら
れるとともに関係者の交流が図られました。
　「社会のための科学：希望をもたらす高等教育」をフォー
ラムのメインテーマに据え、5つのサブテーマ「次世代の
研究者育成のためのネットワーク構築」、「高等教育とコ
ミュニティ開発：社会のためのカリキュラム」、「高等教育

における教育・研究の流動性を通じたコミュニティ間の橋
渡し」、「競争的産業：高等教育・研究・イノベーション」、

「アカデミックトラック」が設定されました。
　開会式では、ロバート・コッツェ ステレンボッシュ大
学国際部長と濵口総長のあいさつがありました。コッツェ
国際部長は、アフリカで初めて開催される AC21のイベン
トのホスト校として、歓迎の辞を述べました。総長は、地
球規模の課題に対する解決策を見い出すにあたり、科学の
発達やイノベーションの創出が必要であり、そのために
は、高等教育機関及び企業との国際的な連携が重要である
こと、そして、AC21はそのような連携強化において重要
な役割を担っていることを強調しました。
　フォーラムでは、ガリーブ・ゼッピー 南アフリカ共和
国高等教育・訓練省国際関係部チーフ・ディレクター、
ラッセル・ボットマン ステレンボッシュ大学長、ハンス・
ヨハン・シーバー フライブルク大学長、パスカール・
クエスタ アデレード大学副学長、アーノルド・ヴァン・
ジィール ケムニッツ工科大学長の5名による基調講演が
行われました。
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第７回 AC21国際フォーラム2014を開催



　また、「アフリカにおける高等教育機関の国際化－アフ
リカ4大学からの視点」のテーマのもと、パネルディス
カッションも行われ、マダガスカル、ケニア、ボツワナの
大学の国際化の現状と課題について発表があり、会場から
多くの質問が出され、活発な議論が展開されました。本学
からは、今回、サブテーマに沿って2名がプレゼンテー
ションを行いました。
　国際フォーラムに加えて、13日（日）午後には、AC21運
営委員会が、15日（火）午後には、AC21総会が開催されま
した。また、運営委員会終了後には、本学とステレンボッ
シュ大学との間で大学間学術交流協定の調印式が執り行わ
れました。
　運営委員会では、まず、本学に設置されている AC21事
務局の年次活動報告に続いて、AC21国際スクーリングの
会計報告や第5回学生世界フォーラムの実施報告があり
ました。次に、運営委員会メンバーの半数改選の手順や
AC21規約の変更、2018年に開催予定の第9回国際フォー
ラムのホスト校の選定方法、新メンバー大学のリクルー
ト戦略、そしてニュージーランド カンタベリー大学の
AC21加盟について議論が交わされました。その結果、運
営委員会としては、カンタベリー大学の AC21の加盟を承
認することが決定しました。また、その他の議題について
も、AC21総会に付議することが承認されました。
　総会では、AC21事務局の活動報告に続き、AC21国際ス
クーリングや第5回学生世界フォーラムの会計報告が承認
され、次期運営委員会メンバー（任期は2014年総会から
2018年総会まで）として、アデレード大学、ケムニッツ工
科大学、フライブルク大学の3大学が決定されました。こ
の3大学以外では、上海交通大学、ステレンボッシュ大学、
ノースカロライナ州立大学（任期は2016年総会まで）と、
事務局のある本学が運営委員会メンバーです。2018年の国
際フォーラムのホスト校は複数立候補があり、投票の結
果、中国 吉林大学に決定しました。また、総会において

も、カンタベリー大学の AC21の加盟が承認され、同大学
の AC21加盟が決定しました。新メンバー大学のリクルー
ト戦略についても、活発な議論が交わされ、加盟大学がい
ない地域を中心にリクルートすることについて、今後も議
論を重ねることとなりました。また、2015年4月に、フラ
ンス ストラスブール大学がドイツ フライブルク大学と協
力して開催予定の学生世界フォーラムや、2016年にドイツ 
ケムニッツ工科大学で開催予定の国際フォーラム、2017年
にインドネシア ガジャマダ大学で開催予定である学生を
対象としたイベントの準備状況について、各ホスト大学か
ら報告がありました。
　定期的に開催されるイベントに加えて、メンバー大学間
でサブグループを結成して共同研究を行うなど、AC21が
提供する国際的な学術ネットワークを有効活用する事例が
増えてきました。メンバー大学間での情報交換やネット
ワーキングを図る場を増やし、パートナーシップ強化と
AC21の活動のさらなる充実を図っていきたいと思います。
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フォーラムの様子 ステレンボッシュ大学との大学間学術交流協定調停式での記念撮影



　市橋副総長が、5月15日（木）、16日（金）の両日、ウズベ
キスタン共和国のサマルカンド市において開催された、ウ
ズベキスタン政府主催の「現代の文明、学術、哲学、思想
の発展に大きな貢献をした歴史上の偉大な人物、学者に関
する国際学術実地会議」に出席しました。
　まず、ウズベキスタン共和国イスラム・カリモフ大統領

の熱のこもった開会あいさつがあり、その後、各研究者に
よるプレゼンテーションが行われました。スライドを用い
た1人当たり約20分間のプレゼンテーションは、ウズベキ
スタンの歴史にとどまらず、中国やエジプトなどの歴史も
交えながら、広く展開されました。
　16日（金）には、4つのセッションに分かれた分科会が行
われました。それぞれの進行役のもと、多くのスピーチと
忌憚のない議論が行われました。最後には、4名の進行役
によるクロージング・セッションも行われ、本会は大盛況
のうちに終了しました。
　2日間にわたり行われた本会は、晴天にも恵まれ、また
ウズベキスタン政府の力のこもった進行もあり、会議の様
子は同国の各メディアを通じて、広く世間に発信されまし
た。今回の国際会議を機に、今後もより一層の交流と議論
が行われることが期待されます。

　名誉教授称号授与式が、5月9日（金）、豊田講堂第1会
議室において挙行されました。
　名誉教授の称号は、本学教授として7年以上勤務し、教
育上又は学術上特に功績のあった方等に授与するもので、
今回新たに8名（新制計1,156名）の先生方に授与されました。
　授与式では、今回出席された7名の新名誉教授に、濵口
総長から辞令書が授与され、永年にわたり本学の教育・研

究の発展に多大なる貢献をされたことへのお礼と、お祝い
のことばが述べられました。続いて、新名誉教授を代表し、
村田善晴名誉教授からお礼のあいさつがありました。
　その後、シンポジオンホールにおいて、名誉教授懇談会
が約100名の参加を得て開催されました。懇談会は、新名
誉教授の紹介で始まり、昨秋からの叙勲等受章者、役員・
部局長の紹介に続いて、総長からあいさつとこの1年の本
学の動き等について報告がありました。その後、代表とし
て森　正夫名誉教授から近況報告及び大学への助言等があ
り、続いて、野村浩康名誉教授の発声で乾杯が行われ、参
加者は、終始和やかな雰囲気の中で懇談しました。
　今回、新たに名誉教授の称号が授与されたのは、次の
方々です。

大学院理学研究科 遠　藤　斗志也
大学院医学系研究科 鳥　橋　茂　子
大学院医学系研究科 中　島　　　務
大学院工学研究科 生　田　幸　士
大学院工学研究科 中　村　佳　朗
大学院環境学研究科 大　森　博　司
環境医学研究所 村　田　善　晴
エコトピア科学研究所 大日方　五　郎 （敬称略）
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市橋副総長がウズベキスタン政府主催の国際会議に出席

名誉教授称号授与式・懇談会を開催



　平成26年春の叙勲及び褒章の受章者が発表され、本学関
係者では次の方々が受章されました。
　瑞宝章は、国家又は公共に対して功労のある方のうち、公

務等に長年にわたり従事し、成績を上げた方に授与されます。
　紫綬褒章は、学術、芸術上の発明、改良、創作に関して
事績の著しい方に授与されます。

【叙勲】
［教育研究功労関係］
瑞宝中綬章
　　木下　宗七　名誉教授（経済学部）

瑞宝中綬章
　　高木　不折　名誉教授（工学部）

【褒章】
紫綬褒章
　　佐藤　健一　大学院工学研究科教授

　名古屋大学東京オフィスの開所式が、4月24日（木）、東
京駅に直結する立地に立つビルの11階において挙行されま
した。
　本オフィスは、政府機関、研究機関、大学及び企業といっ
た連携機関等との連絡調整、共同研究の強化促進、外部資
金情報収集及び事業等広報発信、研究成果発信、マスコミ

取材などのアウトリーチ活動等、東京地区の活動拠点とし
て、本学の開かれた研究活動等を積極的に展開するため、
文部科学省「研究大学強化促進事業」の支援を受け設置さ
れたものです。
　式典では、濵口総長から「東京オフィスの活用により、
更なる研究促進・情報発信に邁進したい」とあいさつがあ
り、國枝理事、竹下事務局長、熊田監事をはじめ、学内関
係者約30名の同席のもと看板上掲を行いました。
　また、本オフィスは、TV 会議システムを完備している
ため、国内連携機関や7カ国に展開する名古屋大学海外拠
点・事務所との相互交流を促進するハブ機能を有したサテ
ライトオフィスとしても期待されています。
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平成26年春の叙勲・褒章受章者決まる
－本学関係者3名が喜びの受章－

東京オフィス開所式を挙行



　下駄の鼻緒奨学金授与式が、4月18日（金）、豊田講堂第
5会議室において挙行されました。
　下駄の鼻緒奨学金は、学術憲章の基本理念及び寄附者の
意向に基づき、本学の学部又は研究科に在学する人物で、
成績が優秀でありながら経済的な理由により修学が困難な
学生に対して、その学修・研究等の活動を奨励するために

平成22年度に設立されたものです。
　受賞者は4名（日本人学生2名、外国人留学生2名）で、
授与式では奨学生採用通知書が授与されました。
　授与式の中で、学生支援担当の國枝理事から「学生時代
に下駄の鼻緒を切らし困っていた本奨学金の寄附者に、下
駄の鼻緒を譲り渡した通りがかりの女性がかけた、『お礼
は自分ではなく次に困っている人に返してください』との
言葉の通り、寄附者の理念を引き継ぎ、社会に還元してい
く精神、奉仕の精神、互いに助け合う精神を忘れずに、学
業や研究に一層励んでいただきたい」と祝辞があり、受賞
者としての自覚を深めました。
　授与式終了後に行われた國枝理事及び奨学金選考委員会
委員と受賞者との懇談会においては、終始なごやかな雰囲
気の中で、勉学内容や研究内容、進路等について活発な意
見交換が行われ有意義な会となりました。
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下駄の鼻緒奨学金授与式を挙行



　近年、X 線 CT 装置は飛躍的に進歩し、広範囲
な部位を短時間で撮影できるようになり、病変の
存在診断や質的診断等を目的として、多くの医療
施設で CT 検査が行われています。また、国連科
学委員会（UNSCEAR）2008年報告書によれば、
単位人口当たりの CT 装置台数は日本が世界第1
位であり、CT 検査はより身近な診断検査となっ
ています。その一方で、CT 検査は他の放射線診
断検査に比べて高い線量を伴うことが知られてお
り、過剰な被ばくを受けないように患者の体型に
即して最適な線量で検査が行われる必要がありま
す。そのためには、各医療施設で CT 検査時にお
ける患者の被ばく線量がどの程度なのか、その実
態を把握することが必要となります。
　CT 検査における被ばく線量評価では、撮影部
位ごとに患者体内の各組織・臓器の吸収線量（臓
器線量）を求めることが重要ですが、実際の人体
で臓器線量を直接測定することはできません。そ
こで、本研究では、成人および小児体型を模擬し
た人体ファントム（図1）内の各組織・臓器位置
に小型線量計を設置した線量計測体系を構築しま
した。これまでに、複数の医療施設に各施設で日
常的に使用している CT 装置および照射条件で、
このファントムを撮影することで、代表的な体型
における臓器線量データを取得しました。
　また、最近の CT 装置では、患者の体型に
応じて X 線量を調節する自動露出制御機構

（Automatic Exposure Control；AEC）が搭載さ
れており、患者の体型によって被ばく線量は異
なると考えられます。そこで、今後は、患者の

CT 画像からデジタルファントムを構築し、コン
ピュータ上で被写体および CT 装置の幾何学的配
置や撮影条件を設定し、モンテカルロシミュレー
ション計算を行うことで、被検者個々の線量を評
価したいと考えています（図2）。
　実測およびシミュレーション計算で得られた線
量値は、患者被ばく線量の管理や放射線影響を評
価する際の基礎データとして役立つと考えられま
す。また、CT 検査時の画質についても解析を行
うことで、画質と線量との関係性を評価し、年齢
や体型に即した放射線防護策を検討したいと考え
ています。

図２　シミュレーション計算で得られた成人ファントム（胸部）の線量分布の例
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図１　左から小児１歳 , 6歳 , 成人体型ファントム
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　最近、車の自動運転がマスコミでもよく話題に
なります。安倍内閣でも日本の成長戦略の柱の一
つとして自動運転の技術開発と公道実証実験が挙
げられています。行き先を告げると勝手に連れて
行ってくれる、究極の自動運転は昔から SF や漫
画の世界で頻繁に現れてきました。世界で話題の
Google Driverless Car はこれに近いものと思わ
れます。アメリカのカリフォルニア州やネバダ州
で走行実験を続けていましたが、どこまで現在の
社会で受け入れられるのかはまだ分かりません。
　日本でも専用レーンでの自動隊列走行は約20年
前から実験に成功しています。2005年の愛知万博
では、トヨタ自動車が開発した自動隊列走行のバ
スが会場内で実際に多くの観客を運んでいまし
た。昨年 NEDO が行った実験では、時速80km・
車間距離4m のトラック隊列走行を成功させて
います。車間距離はレーダーで、横方向は白線認
識で行い、前の車の制動情報を後ろの車に伝える
ことで、同じタイミングで加速・減速ができるこ
とが車間距離を短くできるポイントです。国土交
通省では「オートパイロットシステム」という名
前で、高速道路における自動運転の検討を始めて
いますが、そこでは一般車両との混在交通を目指
しています。私は、新東名・名神高速道路を6車
線化してそこに大型車自動走行専用レーンを整備
することの方が優先順位が高いと考えています。
それが実現した場合、自動運転される大型車だけ
でなく、一般レーンから大型車が少なくなること
で一般車も走りやすくなります。当研究室が行っ
たシミュレーションによると、新東名・名神の自
動走行専用レーン整備によって走行便益（時間短
縮）だけで年間700億円の効果があることがわか
りました。それだけでなく、大型車による事故の

減少や、車間距離短縮による空気抵抗減少がもた
らす燃料削減効果なども大きいと思われます。日
本の技術力を世界に示す格好のチャンスなので、
できる限り早く実現して欲しいものです。
　近未来型モビリティはもちろん車の自動走行だ
けではありません。車のエンジンも、ガソリン・
軽油を使った内燃機関から、次第に電動系に変
わって行くでしょうし、電気も燃料電池によって
車内で作られるようになっていくかもしれませ
ん。大きさに関しても、平均乗車率が1.5人／台
程度であることを考えると、もっと小型の車の方
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写真１　セグウェイ共同利用のデポ
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がエネルギー効率や道路の利用効
率もよくなるため、超小型車が増
えて行くでしょう。一人乗りの超
小型車を「パーソナルモビリティ」
と呼ぶことがあり、立ち乗り型の

「セグウェイ」もその一つです。
当研究室では、2011～12年度に東
山キャンパス内でセグウェイの共
同利用実験を行いました。キャン
パスの3カ所に1台ずつのセグ
ウェイを配備し、乗車講習を受け
た教職員の方々に自由に使ってい
ただきました。目的地での駐車が
しにくいのと、貸出時間を最大2
時間／回としたため、会議や講義
での移動に使うのは少し難しいよ
うでしたが、書類を届けたり、巡
回したり、また昼休みに楽しんだりと、1回当
たり平均3km の利用がありました。移動支援ロ
ボットとも言える、これらの立ち乗り型パーソナ
ルモビリティは、乗っていること自体の楽しさが
大きく、観光や警備などの周遊・巡回に最も適し
ていることが分かりました。
　その他、現在も東山キャンパス内で電動アシス
ト自転車のシェアリング（デポ4箇所、全37台）
を行っていますが、「自己保有から共同利用」と
いうこともこれからのモビリティのキーワードに
なると思います。共同利用のためには情報通信技
術（ICT）の活用が鍵になります。使いたい場所
での利用可能性のチェック、予約、借り出し、決
済、管理などが ICT の活用で非常に簡便になる
からです。日本でもカーシェアリングの利用者が
急増しています。

　このように、近未来型モビリティのキーワード
は、自動化、小型化、共有化などがあり、これに
より利便性、安全性、省エネルギー性などが向上
します。名大は、昨年度に文部科学省の革新的イ
ノベーション創出プログラム（COI STREAM）
に採択され、「いつまでも活き活きと活動し暮ら
せる社会とモビリティ」という研究開発に産学連
携で取り組むことになりました。名古屋発の近未
来型モビリティを創出する拠点となることが期待
されています。
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写真2　電動自転車共同利用のデポ

京都大学工学部卒業、同大学院修士課程修了、マサチューセッツ工
科大学（MIT）大学院博士課程修了（Ph.D.）
京都大学助手、名古屋大学助教授、MIT 客員准教授を経て2000年
から名古屋大学教授
専門は、交通計画、ITS（高度道路交通システム）、消費者行動論
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　本建物は、東山キャンパスの四谷通沿いに立地
しており、敷地形状を活かした特徴的な建物形状
となっています。南海トラフの巨大地震等による
災害の軽減を目指した減災の先端研究に加え、分
野間・地域・産学官民の融合による研究・教育を
推進し、地域社会の減災実現に寄与することを目
的とした建物です。加えて、地域における減災・
防災人材育成を目的とした一般市民向けのイベン
トを多く行うなど、防災意識の啓発の場としても
役割も担っています。
　また、災害時には本学のみならず、この地域に
とっての災害対策拠点として自治体との相互補完
や情報収集・発信を行うこととしており、巨大地
震発生時においても事業継続可能な建物となる必
要があるため、免震建物としていることに加え、
災害時にライフラインが遮断した場合でも約1週
間の事業継続が可能となるような設備が整った建
物となっています。

　このように平常時には減災先端研究と
防災人材育成の場として、非常時には本
学の災害対策拠点本部と地域における災
害情報収集・発信の場として、それぞれ
の役目を担う重要な建物となっていま
す。
　1階・2階は減災・防災の啓発の場と
位置付け、広く市民に公開することとし
ています。1階の減災ホールでは平常時
は講義やセミナーなどを行い、非常時は
名古屋市や愛知県のサテライトオフィス
として活用され、この地域の情報収集・

発信の拠点となるよう計画されています。壁面
を利用した収納スペースも多く設けており、災害
時用の備蓄品置場として使用されます。2階床は
一部吹抜けとなっており、1階との一体感を創出
しています。2階には災害対策室が設けられてお
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44．減災館（Disaster Mitigation Research Building）



り、災害時には災害対策本部の活動拠点としての
役割を果たします。研究スペースは3・4階に設
けられており、多分野連携型研究の推進の場と
なっています。5階にある屋上実験室は下部躯体
との間に免震装置が設置されており、建物全体の
揺れを吸収する制振装置としての役割を果たして
います。また、起震装置も併設されており、家具
転倒実験や避難行動実験など、様々な実験が可能
となっています。
　免震性能としては、建物の揺れる範囲を90cm
まで可能とするなど、南海トラフ巨大地震のよう
な極めて稀に発生する地震にも対応する計画とし
ました。
　災害時における約1週間の事業継続を可能とす
るための最も大きな対策として、非常用自家発電
装置と1週間分の燃料を蓄えたタンクを設置し、
災害時の活動に必要な電力の供給を行うこととし

ています。その他、想定した活動人員に対し必要
な量をまかなうことができる給水槽・排水槽を設
けるなど、あらゆる対策を取っています。
　省エネルギーに対する取り組みも様々行ってお
り、特徴的な取り組みとしては、西面に日射遮蔽
のためのルーバーを設置しており、熱負荷による
影響を低減しているほか、共同溝から予冷予熱し
た外気を取り込み、空調負荷の軽減を図っていま
す。

　減災館が名古屋大学の顔となる建物の一つとな
るとともに、この建物によって減災・防災の意識
向上につながっていくことを望んでいます。平成
26年5月以降に一般開放されますので、ぜひ減災
館に立ち寄って「減災」にふれていただければ幸
いです。
 （施設管理部）
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　トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）は、
5月12日（月）、野依記念学術交流館において、第2回
ITbM 国際シンポジウムを開催しました。ITbM は、世界
屈指の分子合成力を推進力として、生命科学・技術を根底
から変える「トランスフォーマティブ生命分子」を生み出
すことを命題とした国際研究所です。昨年と同様、動植物
生物学と合成化学・触媒化学の分野で世界をリードする5
名の研究者を講演者に招き、講演を行いました。
　濵口総長の開会のあいさつに続き、WPI プログラムディ
レクターである黒木登志夫日本学術振興会学術システム研
究センター相談役が、WPI プログラムの趣旨説明を行い
ました。その後、伊丹 ITbM 拠点長から、ITbM を支え
るコンセプトである「ミックス」によって、合成化学、動
植物生物学、計算科学を巻き込んだ融合研究が生まれ、成
果を生み出していることが報告されました。このコンセプ
トは、従来の研究室間の壁をなくし、一つ屋根の下で合成
化学者、動植物生物学者、計算科学者が日夜ともに研究す
る空間を作り、日常的にサイエンスの話を議論することに
よって、新しいアイデアが生まれ実行に移すことを目指す
ものです。このアイデア「ミックスコンセプト」を実践す
る場所をミックスラボと呼んでいます。
　その後、ロバート・キャンベル アルバータ大学教授、
ディビッド・ネルソン ジョージア大学教授 、ディビッド・
クレイク クイーンズランド大学教授、サクボク・チャン 
KAIST（韓国科学技術院）教授、シカゴ大学教授である
山本　尚中部大学教授の5名の招待講演者によって「分子」

をキーワードとした世界最先端の研究成果が披露されまし
た。
　また、量子化学専門の横川大輔特任准教授、植物発生遺
伝学専門の打田直行特任准教授、植物分子生理学専門の
中道範人特任准教授、動物分子生理学専門の廣田　毅特
任准教授、有機合成化学専門の大松亨介特任講師ら ITbM
を代表する若手研究者が、自身の研究、そして ITbM で
の融合研究について講演を行いました。
　国内外から参加した300名余りの研究者・学生は、生物
学、化学そして計算科学と多岐にわたる講演に真剣に聞き
入りました。細胞機能を明らかにする蛍光技術、植物の寄
生、生物時計、C-H 活性化反応などについて分野の壁を飛
び越えて白熱した議論を展開し、活気溢れるシンポジウム
となりました。
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●トランスフォーマティブ生命分子研究所



　大学院工学研究科は、5月12日（月）、IB 電子情報館大講
義室において、ダン・シェヒトマン イスラエル工科大学特
別教授による特別講演会を開催しました。シェヒトマン特
別教授は、1982年に Al-Mn 合金から正20面体対称性を持
つ電子回折図形を観測し、結晶でもアモルファスでもない
従来にない構造を持つ物質を発見し、1984年に公表しまし

た。この発見はそれまでの結晶学の常識を覆す結果として
大きな衝撃を与え、「準結晶」という新しい研究分野が開
拓され、2011年ノーベル化学賞を受賞しました。「QUASI-
PERIODIC CRYSTALS － A PARADIGM SHIFT IN 
CRYSTALLOGRAPHY」（準結晶－結晶学のパラダイム
シフト）をテーマに行われた講演には、学生、教職員、学
外社会人など、約320名の参加がありました。
　はじめに、堂寺知成近畿大学理工学部教授による準結晶
の解説と研究の歴史に関する講演があり、その後、本学の
研究者からも準結晶の研究についての紹介がありました。
　続いて、シェヒトマン特別教授が講演を行い、イスラエ
ルから研究サバティカルを利用して滞在した米国標準基準
局で行った実験により、準結晶の発見に至った経緯や電子
顕微鏡の観察をしながら記した実験ノートが果たした重要
な役割について述べ、後半には、研究者としてのあるべき
姿勢にも触れ、ユーモアを交えながら話しました。
　講演後には、活発な質疑応答が行われ、参加者からは、

「素晴らしかった」、「良い刺激になった」との感想が多数
寄せられ、大変有意義なものとなりました。

　大学院工学研究科は、4月17日（木）、工学部5号館にお
いて、コミュニケーションデザイン室プレート上掲式を挙
行しました。同室は、工学部・工学研究科と社会とのコミュ
ニケーションをマッチアップすることを目的に4月1日付
で新たに設置されました。
　式典では、松下同研究科長、中村同室長によるプレート

の上掲後、松下同研究科長からコミュニケーションデザイ
ン室への期待を込めた激励のあいさつがありました。
　現在、社会の中で大学が担う役割は広範にわたり、必要
とされる情報の開示をはじめ、大学として伝えるべき情報
の増加及び質の向上は、今や必要不可欠な取り組みとなっ
ています。同室は、同研究科のパブリック・リレーション
機能の研究実践部署として新たに開設されたもので、これ
は、国立大学の中でも先端的な試みとなります。
　大学におけるパブリック・リレーションの対象は、すべ
てのステークホルダーに及びます。例えば、本学への進学
を希望する受験生とその保護者・教員から、共同研究をす
すめる機関、本学が持つ教育研究上の知見の生涯学習を希
望する一般市民、そして卒業生・修了生を採用する産業
界や研究機関まで、広範囲に至ります。昨今、大学の情報
開示は活発になりつつありますが、私立大学に比べて、国
立大学ではまだ不十分であるという指摘もあります。同研
究科では、必要とされる情報開示に積極的に取り組み、コ
ミュニケーションのあるべき姿を模索し、その手法の開発
と実践を行うべく、様々な実験的な試みを展開していく方
針です。
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講演するシェヒトマン特別教授

松下研究科長（左）と中村室長（右）によるプレート上掲の様子
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ダン・シェヒトマン特別教授による特別講演会を開催
●大学院工学研究科

工学研究科コミュニケーションデザイン室プレート上掲式を挙行
●大学院工学研究科



　減災連携研究センターは、4月25日（金）、減災館1階減
災ホールにおいて、第1回シンポジウムを開催しました。
このシンポジウムは、同センターが所属する東海圏減災研
究コンソーシアムの主催によるもので、同コンソーシアム
は、東海地域の6国立大学（岐阜大学、静岡大学、名古屋
大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、三重大学）の

防災関連センターが、防災・減災研究を推進し、安全安心
な地域社会の実現を目指した連携を目的に昨年3月に設立
されました。当日は、6大学の関係者や一般の参加者など、
120名余りが参加しました。
　昨年度に代表幹事を務めた福和減災連携研究センター長
のあいさつに始まり、第1部では、6大学それぞれの活動
状況の報告に続いて、コンソーシアムに設けられたハザー
ド評価、被害予測、減災技術開発、地域防災力向上、人材
育成活用、情報基盤整備という6つの専門部会の活動が報
告されました。
　第2部では、6大学から、南海トラフ地震の概要とその
予測、巨大地震に対する超高層建物の応答評価、老人介護
施設の被災シミュレーション、UAV（無人機）を用いたモ
ニタリング、耐震補強した建物の地震被害、自主防災のた
めの手法紹介、といった防災・減災に関わるバラエティに
富む話題提供があり、活発な質疑・討論が行われました。
　来るべき南海トラフ巨大地震に備えるため、各地域の防災
力向上や、近隣の地域間の連携を図ることは重要な課題の1
つです。同コンソーシアムの活動を通して防災・減災研究が
進展し、東海地域全体で防災力が向上することが期待されます。

　大学院環境学研究科は、5月9日（金）、減災館1階減災
ホールにおいて、大学院環境学研究科附属持続的共発展教
育研究センター設立記念シンポジウムを開催しました。こ
のシンポジウムは、減災連携研究センターとの共催で開催
されたもので120名の参加がありました。
　はじめに、久野環境学研究科長、濵口総長、浅田和伸文

部科学省高等教育局高等教育企画課長、谷津龍太郎環境事
務次官及び三田敏雄中部経済連合会会長よりあいさつがあ
りました。続いて林環境学研究科附属持続的共発展教育研
究センター長より同センターの紹介が行われ、引き続き、
持続可能な開発という理念に関する国際的枠組みを実践・
展開するためには、大学によるグローバル人材育成と社会
へのアウトリーチが必要であり、教育と社会連携事業を通
じて、地球規模課題から地域密着課題までを対象にして貢
献するのが同センターのミッションであるとの説明があり
ました。
　その後、「持続可能な発展への理念から実践へ－グローバ
ル人材育成と大学社会連携のあり方－」をテーマにパネル
ディスカッションが行われました。討論には、高瀬千賀子
国連地域開発センター長、安成哲三総合地球環境学研究
所長、山中光茂三重県松阪市長、浅田高等教育企画課長、
谷津環境事務次官、伊藤範久中部経済連合会専務理事及び
林センター長が参加し、大学に求められる人材育成と社会
連携について活発な意見交換が行われました。
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シンポジウムの様子

パネルディスカッションの様子
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東海圏減災研究コンソーシアム第１回シンポジウムを開催
●減災連携研究センター

環境学研究科附属持続的共発展研究センター設立記念シンポジウムを開催
●大学院環境学研究科



　農学国際教育協力研究センター（ICCAE）は、4月14
日（月）、農学部第6講義室において、2014年度第1回オー
プンセミナーを開催しました。今回は、2010年からフィリ
ピンにある国際稲研究所（IRRI）において共同研究して
いる国際農林水産業研究センター（JIRCAS）の林　慶一
氏が、地球規模の重要課題である気候変動下での稲作の安

定生産を支援するために開発中の天水稲作版意思決定支援
システム WeRiseプロトタイプをインターネットを使って実演
しました。
　世界各地での激しい気候変動により気候予想が困難に
なってきている中で、雨水に頼らざるを得ない天水稲作農
民は、高価な種子や肥料を無駄にしたり、収穫皆無などの
大きな困難に直面しています。日本では潅漑水田が中心で
すが、近年、水不足に陥ることが再三起こっています。潅
漑には、施設整備や水の確保などに多額の費用が必要で
す。このような難しい条件下で、これまでの気象観測デー
タに裏打ちされた天候の予測、気候変動や様々な土壌条件
に対応した水稲の生育モデルを駆使した収量予測などを組
み合わせた東南アジア向けの意思決定支援システムが構築
されました。
　参加者は留学生や海外からの研修員等学内外から30名弱
でした。参加者は、WeRise の受益者である農民への普及
をどの様に進めていくのか、現在はインドネシアとラオス
の2カ国が対象であるが、他の国に広めていく上での困難
な点は何か、などについて議論を深めました。

　減災連携研究センターは、5月14日（水）、減災館1階減
災ホールにおいて、第101回防災アカデミーを開催しまし
た。今回は、加藤孝明東京大学生産研究所准教授による講
演「時代の潮流とこれからの防災まちづくり」が行われ、
96名の方々の参加がありました。
　加藤准教授は講演のはじめに、東日本大震災以降に特徴

的な社会の雰囲気として、「自然災害に対して絶対に安全
でなければならないという考え方」、「自然災害からの安全
は行政が確保しなければならないという雰囲気」、「災害対
策において重要と思われる課題に焦点が当たらない」、「最
大クラスを受け止める方法論がないまま、想定が計算される
という現状」、「想定に伴う不確実性や誤差が理解されていな
いという実態」といった5点の問題点を挙げました。その後、

「防災の基本」として特に、自助・共助・公助の三位一体で
進む防災対策は、「公助の言い訳、共助の自己満足、自助
の無策」といった状況に陥る危険性もあり、地域の被災状
況に関する共通認識、そして、役割分野・相互の責任に関
する事前の合意の2点が重要であると説明がありました。
　また、現代の潮流ともいえる財政難・低成長・少子高齢
化などの社会状況の変化に対して、それぞれの地域で多様
なまちづくりのモデルを考えていく必要があると言及しま
した。その中で、これからの防災まちづくりは、従来型
の「行政への要求型」ではなく、防災・災害についての新
しい価値観を上乗せした上で、「住民先行・行政後追い型」
の防災まちづくりになるべきだとの指摘がありました。
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講演する林氏

講演する加藤准教授
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ICCAE2014年度第１回オープンセミナーを開催
●農学国際教育協力研究センター

第101回防災アカデミーを開催
●減災連携研究センター



　博物館は、5月10日（土）、「ミクロの探検隊Ⓡ－ホニュ
ウ類の組織を電子顕微鏡でみよう」を開催しました。
　「ミクロの探検隊Ⓡ」は、博物館が平成19年から行って
いる電子顕微鏡を使用した体験型次世代教育で、毎回抽選
で選ばれた参加者は、小学5、6年生と中・高校生が中心
となっており、大学院医学系研究科附属医学教育研究支援
センター分析機器部門と日立ハイテクノロジーズの協力を
得て開催しています。今回は、観察の対象として、植物、
動物（昆虫 ･ ホニュウ類等）、化石など6種類を取りそろえ、
リピーターも飽きないように工夫しました。

　まず、玉ねぎの表皮を使って、標本を作成し、それを観
察することで、生物顕微鏡の使い方を学習しました。次に
あらかじめ用意されたラットの主な臓器組織の標本を生物
顕微鏡で観察、各組織の構造や働きの説明を受けました。
さらに、走査型電子顕微鏡を使用して、小腸、腎臓、気管
を観察、撮影しました。同じラットでも、臓器によって組
織・細胞の構造も全く違い、それぞれの働きによって構造
が、より機能的に変化（分化）していることを学びました。
また、参加者は、自らの手で電子顕微鏡を操作して撮影し
た写真を、記念品としてポストカードにしました。

　また、同館では4月から実験室が新しくな
り、一度に30名まで実験が出来るようになり
ました。さらに展示室からもガラス越しに実
験風景が見られるようになり、来館者からも
好評を得ています。

　農学国際教育協力研究センター（ICCAE）は、4月22
日（火）、農学部第6会議室において、2014年度第2回オー
プンセミナーを開催しました。今回のセミナーは、昨年度
ICCAE 客員准教授である桂　圭佑京都大学大学院農学研
究科附属農場助教を講師として迎え、｢イネの好気土壌へ
の適応性｣ の題目で開催されました。

　講演では、灌漑畑条件における稲作生産性に関する研究
成果が紹介されました。養水分を積極的に投入し、イネを
畑条件で集約的に生産する灌漑畑稲作は、有望な節水栽培
技術として期待されています。セミナーの中では、灌漑畑
条件においてもインド型の短稈高収量品種を使うことに
よって1ヘクタール当り10トンを超える多収が達成可能で
あることが示されました。また、イネの好気土壌条件に対
する作物生理的反応について、桂氏の研究成果に基づいた
概説がありました。しかしながら、この研究は、まだ十分
に行われておらず、集約的畑栽培で求められる品種特性や
栽培管理技術については十分な知見が得られていないとの
説明もありました。
　講演後には、集約的な灌漑畑稲作の普及の可能性や好気
土壌適応性に関わるイネの形質などについて、東南アジア
やアフリカからの研修生を含む多数の参加者との間で活発
な質疑応答が行われ、盛況なセミナーとなりました。
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観察の様子

セミナーの様子
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ミクロの探検隊Ⓡを開催
●博物館

ICCAE2014年度第２回オープンセミナーを開催
●農学国際教育協力研究センター



記事 月日 新聞等名

1 黒川宏之理学研究科研究員らが火星は誕生から４億年で水が半減したという研究成果を発表  4.16（水）

 4.23（水）

中日（朝刊）
他２社
日刊工業

2 本学は米国トムソン・ロイターの引用回数が多い科学論文数に基づく日本の大学・研究機関ランキングで8位に入っ
た

 4.16（水） 読売
朝日（朝刊）

3 医学部附属病院は名古屋逓信病院内に「地域包括医療連携センター」を設置したと発表  4.16（水） 中日（朝刊）

4 現代日本誤百科（969）：「殴られた殺害現場」町田　健文学研究科教授  4.16（水） 中日（朝刊）

5 私の履歴書⑮：石田退三さん　豊田章一郎全学同窓会会長  4.16（水） 日経（朝刊）

6 減災館にて愛知県が市民や企業の担当者など地域防災の担い手向けの講座を行う  4.16（水） 日経（夕刊）

7 第18回博物館特別展「人類史上画期的な石器－名大のアフリカ考古学と南山大の旧石器コレクション－」開催： 
３月４日～７月12日

 4.16（水） 朝日（夕刊）

8 揺らぐ9条　平和主義は？　力では何も解決できない　益川敏英本学特別教授  4.17（木） 中日（朝刊）

9 愛敬浩二法学研究科教授や池内　了本学名誉教授など学者たちが「立憲デモクラシーの会」を設立  4.17（木） 中日（朝刊）

10 医学部附属病院が混合診療の実施病院として取り上げられる  4.17（木） 朝日（朝刊）

11 現代日本誤百科（970）：「遜色がほとんどない」町田　健文学研究科教授  4.17（木） 中日（朝刊）

12 第44回名大カフェ “Science,　and　Me”　「スマホと宇宙をつくるフォトカソード電子銃」開催：23日  4.17（木） 読売

13 私の履歴書⑯：排ガス対応　豊田章一郎全学同窓会会長  4.17（木） 日経（朝刊）

14 大学図書館　火の車　附属図書館が電子版の契約を2000以上のタイトルすべての雑誌が閲覧できる契約から約370タ
イトルに絞込み、値上がりした他の雑誌の購入費用にあてていることが取り上げられる

 4.17（木） 朝日（夕刊）

15 小児がん治療　地域一体　小児がん拠点病院として医学部附属病院が取り上げられる  4.17（木） 日経（夕刊）

16 私の履歴書⑰：石油危機　豊田章一郎全学同窓会会長  4.18（金） 日経（朝刊）

17 本学と大阪大学の研究グループは細胞間のすきまを密着させて制御する「クローディン」の分子構造を解明  4.18（金）

 4.19（土）

朝日（朝刊）
中日（朝刊）
読売

18 私の履歴書⑱：工販合併　豊田章一郎全学同窓会会長  4.19（土） 日経（朝刊）

19 あいち Sports なび：硬式野球　七原優介さん教育学部４年生  4.20（日） 読売

20 数理ウェーブ：26日　大沢健夫多元数理科学研究科教授が「安定性と特異点」と題して講演  4.20（日） 中日（朝刊）

21 クローズアップ2014：臨床試験　不正防止へ検討会　バルサルタンの不正論文疑惑の厚生労働省検討委員長の
森嶌昭夫本学名誉教授は「特定の企業が特定の大学に資金を出すのではなく、製薬業界全体で基金を作って中立的に
配分していく制度が望ましい」と語る

 4.20（日） 朝日（朝刊）

22 私の履歴書⑲：米国生産　豊田章一郎全学同窓会会長  4.20（日） 日経（朝刊）

23 大学トップがエール　濵口総長の入学式の式辞「海外に出て孤独の中で自分の力を試して」が取り上げられる  4.21（月） 日経（朝刊）

24 私の履歴書⑳：良き企業市民　豊田章一郎全学同窓会会長  4.21（月） 日経（朝刊）

25 藤田祐一生命農学研究科准教授などの研究グループはらん藻が窒素固定するのに必須のたんぱく質を作り出す遺伝
子を発見

 4.22（火） 読売

26 現代日本誤百科（972）：「雪の勢いが止まらず降り続いている」町田　健文学研究科教授  4.22（火） 中日（朝刊）

27 私の履歴書㉑：英国生産　豊田章一郎全学同窓会会長  4.22（火） 日経（朝刊）

28 紙つぶて：地球のいとこ発見　杉山　直理学研究科教授  4.22（火） 中日（夕刊）

29 韓国海洋警察職員徐文鍾氏元本学留学生が韓国南西部沖のフェリー沈没事故の調整役として奔走している  4.22（火） 中日（夕刊）

30 現代日本誤百科（973）：「完璧に忘れた」町田　健文学研究科教授  4.23（水） 中日（朝刊）

31 私の履歴書㉒：　レクサス　豊田章一郎全学同窓会会長  4.23（水） 日経（朝刊）

32 ひと：日本生協連から ILO（国際労働機関）に派遣された堀内聡子氏国際開発研究科修了生  4.23（水） 朝日（朝刊）

33 本学が24日に東京オフィスを開設することについて渡辺理事は「名大の研究を全国に発信したい」と語る  4.24（木） 毎日（朝刊）

34 現代日本誤百科（974）：「二度とやめて」ください　町田　健文学研究科教授  4.24（木） 中日（朝刊）

35 「和式」で学ぶ　モンゴル高校　教育学部附属高等学校と新モンゴル学園の姉妹校提携が取り上げられ三小田博昭同教
諭は「世界の中の問題を一緒に考えることで、刺激を受けてもらえれば」と語る

 4.24（木） 朝日（朝刊）

36 私の履歴書㉓：経団連会長　豊田章一郎全学同窓会会長  4.24（木） 日経（朝刊）

37 名古屋大学医学部　大学の要の学部としての発展  4.24（木） 毎日（朝刊）

38 私の履歴書㉔：愛・地球博　豊田章一郎全学同窓会会長  4.25（金） 日経（朝刊）
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記事 月日 新聞等名

39 本学がタイ・チュラロンコン大学内にバンコク事務所を設立したことについて濵口総長は「ミャンマーやラオスなど
も含む東南アジアでの研究のハブにしたい」と語る

 4.26（土） 日経（朝刊）

40 私の履歴書㉕：中国　豊田章一郎全学同窓会会長  4.26（土） 日経（朝刊）

41 薪びと列伝：株式会社ディーエルディー　バイオエネルギー事業部長木平英一氏元本学教員  4.26（土） 読売

42 本学の学食メニュー「ハラール食」が取り上げられる  4.27（日） 朝日（朝刊）

43 本学の学食メニューの組み合わせが「学食どっとコープ」のサイトで検索できるようになった  4.27（日） 朝日（朝刊）

44 私の履歴書㉖：研究と創造　豊田章一郎全学同窓会会長  4.27（日） 日経（朝刊）

45 現代日本誤百科（975）：「熱戦に幕が下ろされた」町田　健文学研究科教授  4.28（月） 中日（朝刊）

46 東海の大学見聞録　名古屋大学  4.28（月） 中日（朝刊）

47 ラボ通信：ケミストリーギャラリーの壁を彩る化学の歴史を担当した名古屋文理大学教授落合洋文氏本学卒業生  4.28（月） 読売

48 私の履歴書㉗：固い絆　豊田章一郎全学同窓会会長  4.28（月） 日経（朝刊）

49 紫綬褒章：佐藤健一工学研究科教授  4.28（月） 中日（朝刊）

50 瑞宝中綬章：木下宗七本学名誉教授、高木不折本学名誉教授  4.29（火） 中日（朝刊）
朝日（朝刊）

51 私の履歴書㉘：競争と協調　豊田章一郎全学同窓会会長  4.29（火） 日経（朝刊）

52 現代日本誤百科（976）：「彼の話とは別人」だった　町田　健文学研究科教授  4.30（水） 中日（朝刊）

53 私の履歴書㉙：夢と志　豊田章一郎全学同窓会会長  4.30（水） 日経（朝刊）

54 のよりサロン：「科学は揺るがない」倫理　世界的に退廃　野依良治本学特別教授が本学学生と議論を交わす  5. 1（木） 中日（朝刊）

55 内田　良教育発達科学研究科准教授は柔道事故の裁判で元柔道指導者が有罪判決になったことについて「習う生徒が
増え、指導の安全対策がより重視されているなかで、重要な判決だ」と語る

 5. 1（木） 朝日（朝刊）

56 現代日本誤百科（977）：「両者の発言の矛盾点」町田　健文学研究科教授  5. 1（木） 中日（朝刊）

57 高橋雅英医学系研究科教授などのグループはがん細胞が集団で浸潤するための分子メカニズムを解明  5. 2（金） 中日（朝刊）
他３社

58 社説：柔道事故で有罪　内田　良教育発達科学研究科准教授の研究が取り上げられる  5. 2（金） 毎日（朝刊）

59 第67回中日文化賞：松岡　信生物機能開発利用研究センター教授  5. 3（土） 中日（朝刊）

60 考える広場：英語　学究の世界は必須　篠原久典理学研究科教授  5. 3（土） 中日（朝刊）

61 山岡耕春環境学研究科教授は映画「日本沈没」について「知識と洞察力を兼ね備えた主人公の田所博士はぼくのヒー
ローだった」と語る

 5. 3（土） 朝日（朝刊）

62 書籍：「自由か、さもなくば幸福か？　21世紀の〈あり得べき社会〉を問う」大屋雄裕法学研究科教授著  5. 3（土） 朝日（朝刊）

63 甲状腺の病気治療実績：医学部附属病院の実績が取り上げられる  5. 4（日） 読売

64 教えて、センセイ：大地震想定し身構えて　鷺谷　威減災連携研究センター教授  5. 5（月） 中日（朝刊）

65 現代日本誤百科（978）：「まるで富士山ほどもある」町田　健文学研究科教授  5. 5（月） 中日（朝刊）

66 愛知県立昭和高校教諭福田俊彦氏本学卒業生が化学と英語を組み合わせたユニークな学習法を実践  5. 5（月） 毎日（朝刊）

67 自然災害　予測に挑む　田所敬一環境学研究科准教授と日立造船株式会社はプレート境界の動きを海底で直接観測す
る技術を開発

 5. 6（火） 日経（朝刊）

68 現代日本誤百科（979）：五番出口が「ご便利」です　町田　健文学研究科教授  5. 6（火） 中日（朝刊）

69 書籍：「古地図で楽しむなごや今昔」溝口常俊本学名誉教授著  5. 6（火） 中日（朝刊）

70 医人伝：国立病院機構名古屋医療センターエイズ総合診療部長横幕能行氏本学卒業生  5. 6（火） 中日（朝刊）

71 本学の太陽地球環境研究所豊川分室のある豊川海軍工廠跡地の公園整備計画について取り上げられる  5. 6（火） 中日（朝刊）

72 アスリートの眠りを支える㊤：株式会社エアウィーヴ代表取締役社長高岡本州氏本学卒業生  5. 7（水） 日経（夕刊）

73 減災館の一般公開が７日から始まった  5. 8（木） 日経（朝刊）

74 現代日本誤百科（980）：「捏造を疑って告発」した　町田　健文学研究科教授  5. 8（木） 中日（朝刊）

75 アスリートの眠りを支える㊥：株式会社エアウィーヴ代表取締役社長高岡本州氏本学卒業生  5. 8（木） 日経（夕刊）

76 中日新聞防災プロジェクト「楽しく学ぶ！防災フォーラム」開催：４月27日　福和伸夫減災連携研究センター教授が
講演

 5. 9（金） 中日（朝刊）

77 アスリートの眠りを支える㊦：株式会社エアウィーヴ代表取締役社長高岡本州氏本学卒業生  5. 9（金） 日経（夕刊）
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78 濵口総長は「持続的共発展教育研究センター」の新設について「持続性は21世紀の大きなテーマ。若い世代に理想
と使命感を喚起する場になると期待している」と語る

 5.10（土） 中日（朝刊）

79 博物館特別講演会「南山大学人類学博物館マリンガー・コレクションの石器資料」開催：17日  5.10（土） 中日（朝刊）

80 法科大学院の2014年度入試の状況で本学が取り上げられる  5.10（土） 読売

81 読売テクノ・フォーラム第20回ゴールド・メダル賞：「被子植物の受精メカニズムの解明」東山哲也トランスフォー
マティブ生命分子研究所教授

 5.11（日） 読売

82 鮎京理事はアジアの研究拠点について「アジアの途上国は経済が発展する一方で商取引や知的財産保護の法整備が追
いついていないため、専門家要請のニーズが高い」と語る

 5.12（月） 中日（朝刊）

83 本学と河合塾が共同で大学受験生向け特別授業を開き福和伸夫減災連携研究センター教授が講義  5.12（月） 毎日（朝刊）

84 現代日本誤百科（981）：「ゴールを切る」町田　健文学研究科教授  5.12（月） 中日（朝刊）

85 廣井　悠減災連携研究センター准教授は日本火災学会での調査で「津波の浸水予測域で LP ガス使用禁止や石油タン
ク地下埋設といった対策が必要」と話す

 5.12（月） 毎日（夕刊）

86 現代日本誤百科（982）：「最高潮に盛り上がる」町田　健文学研究科教授  5.13（火） 中日（朝刊）

87 医人伝：寺﨑浩子医学系研究科教授  5.13（火） 中日（朝刊）

88 上口美弥子生物機能開発利用研究センター准教授などのグループは植物の成長を調節する新しいメカニズムを発見  5.13（火） 中日（朝刊）

89 紙つぶて：海外旅行にご用心　杉山　直理学研究科教授  5.13（火） 中日（夕刊）

90 インタビュー　WHILL 株式会社最高開発責任者内藤淳平氏本学卒業生  5.13（火） 中日（朝刊）

91 濵口総長が本学の学生の留学を年間1000人にする目標を掲げる  5.14（水） 朝日（朝刊）

92 福和伸夫減災連携研究センター教授が名古屋市立名塚中学校で行われた防災講演会で講演  5.14（水） 中日（朝刊）

93 現代日本誤百科（983）：その作品で「著名な美術館」町田　健文学研究科教授  5.14（水） 中日（朝刊）

94 愛知学長懇話会主催　ESD 大学生リレー・シンポジウム　災害と持続可能性　「地域協働で減災ルネサンス」in 名古屋
大学

 5.14（水） 朝日（朝刊）

95 時のおもり：科学・技術の軍事利用の危機　池内　了本学名誉教授  5.14（水） 中日（朝刊）

96 山中章弘環境医学研究所教授はレム睡眠とノンレム睡眠の両方を調節する神経を同定  5.15（木） 中日（朝刊）

97 本学が「持続可能な開発のための教育（ESD）」の考え方を学ぶプログラムを導入していることが取り上げられる  5.15（木） 中日（朝刊）

98 現代日本誤百科（984）：「釣りに造詣が深い」町田　健文学研究科教授  5.15（木） 中日（朝刊）

99 囲碁・将棋　大学で白熱授業　本学の特別講義「囲碁の世界」について教養教育院担当者は「判断力や分析力、集中力
など論理的思考が身につく。教養科目にふさわしい」と語る

 5.15（木） 朝日（夕刊）
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日 程 テーマ 講　　師

8/19 21世紀を拓く革新的ナノ物質は宇宙から 理学研究科 篠原　久典 教授

8/21 リアル世界とサイバー世界の境界消失？ 情報基盤センター 高倉　弘喜 教授

8/26 温室効果ガス (CO2) は誰が排出しているのか 国際開発研究科 藤川　清史 教授

8/28 國酒は国境を越えて：「國酒プロジェクト」を題材に日本の進むべき道を考える 経済学研究科 佐藤　宣之 教授

9/2 ヒトの個性や能力を分子レベルから理解したい 創薬科学研究科 藤吉　好則 特任教授

9/4 善と悪の境界に－アフリカ社会の妖術信仰－ 文学研究科 佐々木重洋 准教授

9/11 人体の内と外との境界：皮膚のバリア機能と皮膚を舞台とする疾患 医学系研究科 秋山　真志 教授

9/16 植物と病原微生物の「境界」で起こっていること　—互いの存亡をかけた戦い— 生命農学研究科 川北　一人 教授

9/18 外交は何と何の「際（きわ）」で展開するか：日本政府による対日イメージ向上の試みを事例に 国際言語文化研究科 井原　伸浩 准教授

9/25 超ひも理論が予言する境界としての宇宙 多元数理科学研究科 白水　徹也 教授

10/2 オトナになりたい！血の塊から人間へ、コドモからオトナへ－イスラーム社会の教育と産育儀礼 教育発達科学研究科 服部　美奈 教授

10/7 安全と危険の境界～人間に直接サービスをするロボットをテーマに 工学研究科 山田　陽滋 教授

10/9 宇宙と地球大気との境界を探る：オーロラと宇宙の嵐 太陽地球環境研究所 関　華奈子 准教授

10/14 都市の「境界」と郊外の形成 環境学研究科 片木　　篤 教授

10/16 性の境界と法―性同一障害を中心に― 法学研究科 國分　典子 教授

日 程 テーマ 講　　師

7/6 21世紀を拓く革新的ナノ物質は宇宙から 理学研究科 篠原　久典 教授

7/13 リアル世界とサイバー世界の境界消失？ 情報基盤センター 高倉　弘喜 教授

7/20 温室効果ガス (CO2) は誰が排出しているのか 国際開発研究科 藤川　清史 教授

7/27 國酒は国境を越えて：「國酒プロジェクト」を題材に日本の進むべき道を考える 経済学研究科 佐藤　宣之 教授

8/3 ヒトの個性や能力を分子レベルから理解したい 創薬科学研究科 藤吉　好則 特任教授

8/10 善と悪の境界に－アフリカ社会の妖術信仰－ 文学研究科 佐々木重洋 准教授

8/17 植物と病原微生物の「境界」で起こっていること　—互いの存亡をかけた戦いー 生命農学研究科 川北　一人 教授

8/24 超ひも理論が予言する境界としての宇宙 多元数理科学研究科 白水　徹也 教授

8/31 オトナになりたい！血の塊から人間へ、コドモからオトナへ－イスラーム社会の教育と産育儀礼 教育発達科学研究科 服部　美奈 教授

9/7 性の境界と法―性同一障害を中心に― 法学研究科 國分　典子 教授

■全学企画
テ ー マ：おもしろいことは「境界」で起こる
開催日時：平成26年8月19日（火）～10月16日（木）の火・木曜日の全15回
　　　　　午後6時～午後7時30分
会　　場：経済学部第2講義室
募集定員：200名
応募資格：満18歳以上の方
受 講 料：9,460円
申込期間：平成26年6月16日（月）～7月22日（火）
ホームページ：http://www.nagoya-u.ac.jp/international/lecture/open-lecture/
申し込み・問合わせ先：研究協力部社会連携課「公開講座」係　TEL：052-789-5969

■ラジオ公開講座
テ ー マ：おもしろいことは「境界」で起こる
開催期間：平成26年7月6日（日）～9月7日（日）　　毎週日曜日午前11時～午前11時30分
放 送 局：東海ラジオ放送（1332KHz）
問合せ先：研究協力部社会連携課「公開講座」係　TEL：052-789-5969
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日程 講座名等 会場 定員 受講料 問い合せ先

7/19（土）
13：00～16：00

第13回 Jr. サイエンス教室
理学部 G 館１階 
生物実習室（113号室）

20名 無料
Jr. サイエンス教室担当係
 jr-sci@gene.nagoya-u.ac.jp

8/2（土）～8/3（日）
（２日間同一コースを受講）

10：00～16：00

公開実験講座2014
「バイオサイエンス・バイオ 

テクノロジーを体験する」

生物機能開発利用研究センター 
及び理農館の各研究室

15名 
（申込者多数の 

場合には抽選）
2,500円

生物機能開発利用研究センター事務室
ホームページ：http://bbc.agr.nagoya-u.ac.jp/
TEL：789-5194又は、TEL：789-5838

8/5（火）～8/7（木）及び
8/25（月）
9：30～17：00

数学アゴラ（夏季集中コース）

多元数理科学研究科
多元数理科学棟509号室

約100名 無料 愛知県立高校以外の人
　名古屋大学大学院多元数理科学研究科
　教育研究支援室数学アゴラ係
　TEL：052-789-5994
愛知県立高校の生徒：愛知県「知の探究講座」
　TEL：052-954-6786

10/25（土）
11/1（土）
11/8（土）
12/20（土）
9：30～17：00

秋の公開講座 約100名 無料

8/16（土）
8/17（日）
8/18（月）
9：30～17：00
6時間（昼休み１時間、 
休憩計30分）
計18時間

英語の書記体系 
－発音と文字と綴りについて－

国際開発研究科 20名 8,200円

文系総務課総務グループ（国際開発研究科担当）
TEL：052-789-4952　FAX：052-789-2666
ホームページ：http://www.gsid.nagoya-u.ac.jp/global/
に公開講座の申し込み方法を公表予定

8/18（月）
8/19（火）
8/20（水）
10：00～17：00

公開セミナー
「天文学の最前線」

名古屋市科学館および 
名古屋大学

300名
学生500円

一般1,000円

大学院理学研究科
素粒子宇宙物理学専攻宇宙物理研究室（U 研）

「公開セミナー」係
 TEL：052-788-6188
申し込み：
　往復はがきによる又は
　 ホームページ：http://www.ncsm.city.nagoya.jp/

study/astro/seminar/

9/20（土）
10/11（土）
10/18（土）
14：00～16：00

柔道寝技教室 第４体育館 30名程度 無料
瓜谷　章（柔道部部長）
TEL：052-789-3797

9/26（金）
13：00～14：30

先端技術公開セミナー 情報科学研究科棟１階第１講義室 120名 無料 大学院情報科学研究科　広報渉外委員会　庶務掛
TEL：052-789-4716
gsis@is.nagoya-u.ac.jp
※事前申込み不要

9/26（金）
15：00～17：30

基盤研究公開セミナー 情報科学研究科棟１階第１講義室 120名 無料

平成26年9月～27年３月の
土曜日（７回程度）
10：00～12：00

オープンカレッジ 
自由奔放サイエンス

経済学部カンファレンスホール 300名 無料

経済学研究科エクステンション・サービス
TEL：052-783-8900　FAX：052-783-8905
ecoextender@soec.nagoya-u.ac.jp

（キタン会）

10/10（金）
10/17（金）
10/24（金）
18：30～20：00

観光振興と地域開発
（理論と国内外の事例）

国際開発研究科
8階多目的オーディトリアム

50名 無料

文系総務課総務グループ（国際開発研究科担当）
TEL：052-789-4952　FAX：052-789-2666
ホームページ http://www.gsid.nagoya-u.ac.jp/global/ 

（７月中旬予定）

12/6（土）
13：30～16：15

平成26年度
鶴舞公開講座

中央診療棟３階講堂 200名 無料
医学部・医学系研究科総務課総務掛
TEL：052-744-2040　FAX：052-744-2785
iga-sous@adm.nagoya-u.ac.jp

12月中（予定）
13：00～17：00

第14回公開セミナー 名古屋大学内を予定 参加自由 無料
施設事務室
jimu@gene.nagoya-u.ac.jp

平成27年1/10（土）
13：30～16：30（予定）

地球水循環研究センター 
公開講演会

「環境災害リスクと地球水循環 
研究」（仮題）

名古屋大学シンポジオンホール
100名程度 

（事前申込み 
不要）

無料

名古屋大学地球水循環研究センター
センター長秘書　羽賀さおり　TEL：052-789-3459
ホームページ：http://www.hyarc.nagoya-u.ac.jp/
japanese/02activity/sympo.html（予定）

 ※各公開講座については、http://www.nagoya-u.ac.jp/international/lecture/open-lecture/ に最新情報を掲載しています。

■部局企画� 平成26年6月１日現在
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開催月日・場所・問い合わせ先等 内容

3月4日（火）～7月12日（土）
場　　所：博物館特別展示室
時　　間：10：00～16：00
休 館 日：日・月曜日
入 場 料：無料

［問い合わせ先］
博物館事務室　052-789-5767

第18回博物館特別展�
「人類史上画期的な石器－名大のアフリカ考古学と�
南山大の旧石器コレクション－」

4月10日（木）～7月31日（木） 
（期間中の木曜開催）

場　　所： 環境総合館１階レクチャーホール
時　　間：17：50～19：20
定　　員：100名
対　　象：学生、一般
参 加 費：5,000円（愛知県内の学生は無料）

［問い合わせ先］
愛知学長懇話会事務局　052-747-6587

続・持続可能な社会Ⅶ�
－持続可能な開発のための教育（ESD）－
内　　容： 世代間の公平性としての環境・資源の問題を中心に講義を進め、

SD を担う人材を育成し愛知・名古屋を世界の ESD の拠点にして
いくことを目的とする

6月9日（月）～8月27日（水）
場　　所：博物館野外観察園
　　　　　セミナーハウス２階
時　　間：10：00～16：00
休 館 日：土・日・祝日、8月14日～18日
入 場 料：無料

［問い合わせ先］
博物館事務室　052-789-5767

野外観察園セミナーハウス�サテライト展示�
「ボタニカルアートと写真による観察園の植物」

テ ー マ： 「Ⅳ－夏の植物」

6月11日（水）～9月30日（火）
場　　所： 附属図書館医学部分館 

２階入口ホール
時　　間： 9：00～20：00（平日） 

（8/8～9/30の平日は9：00～17：00）、 
13：00～17：00（土曜日）

休 館 日：    日・祝日、 
8月9日～9月27日の土曜日、 
8月14日、15日、25～29日

入 場 料：無料

［問い合わせ先］
附属図書館医学部分館　052-744-2505

附属図書館医学部分館第7回ミニ展示会�
「千年の医書－平安時代から江戸時代までの�
古医書の世界－」
内　　容： 「医心方」、「病草紙」、「傷寒論」、「捷径医筌」、「蔵志図」、 

「解体新書」、「解体約図」など、古医書の歴史を語る上で 
極めて重要な史料（一部覆刻版）を展示

6月21日（土）、7月5日（土）
場　　所：理農館３階335号室
時　　間：10：00～15：00

［問い合わせ先］
社会貢献人材育成本部
ビジネス人材育成センター　052-747-6490

ビジネス人材育成センター　平成26年度前期�B 人セミナー
テ ー マ： 「ベンチャー企業研究の方法と求められる『人材』－バイオ業界を中心に－」、 

「検査業界に就職して－外資系？海外ポスドク？自らの経験をふまえて－」（6/21） 
「博士の新しいキャリアパス　リサーチ・アドミニストレーター（URA）」、 
「博士人材が持っているべき素養・素質について考える－自己の強みを意識し、 

表現するスキルを習得しよう－」（7/5）
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開催月日・場所・問い合わせ先等 内容

6月21日（土）、6月28日（土）、
7月5日（土）
場　　所：博物館３階講義室
時　　間：10：30～12：00
定　　員：80名
参 加 費：無料
対　　象：一般

［問い合わせ先］
博物館事務室　052-789-5767

達人（研究者）と話そう　おもしろ博物学
講演題目：「風車の過去・現在・未来」（6/21）
講 演 者：石田幸男（国際教育交流本部特任教授）
講演題目：「ロボットと暮らす日が来るか」（6/28）
講 演 者：西堀賢司氏（大同大学特任教授）
講演題目：「石は語る」（7/5）
講 演 者：足立　守（PhD 登龍門推進室特任教授）

6月21日（土）
場　　所：理学部 B 館５階 B ５講義室
時　　間：13：00～
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
理学研究科物理事務室　052-789-2876

理学研究科物理系研究室紹介・大学院入試説明会、研究室訪問
内　　容：研究室紹介、大学院入試説明会、研究室訪問

6月24日（火）
場　　所：情報基盤センター４階演習室
時　　間：13：00～14：30
定　　員：40名
対　　象：一般
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
情報推進部情報推進課　052-789-4368

平成26年度第3回情報連携統括本部公開講演会・研究会
内　　容：情報技術の最新動向について

6月27日（金）
場　　所：減災館１階減災ホール
時　　間：13：00～17：30（予定）
定　　員：100名

［問い合わせ先］
減災連携研究センター　052-789-3468

減災連携研究センター　減災連携シンポジウム（仮）

6月28日（土）～1月31日（土）
場　　所：豊田講堂、
　　　　　減災館１階減災ホール、他
時　　間：9：15～17：00
定　　員：500名
参 加 費：防災基礎研修１日
　　　　　＋各コース２日間で3,000円、他

［問い合わせ先］
減災連携研究センター　052-789-3468

平成26年度防災人材育成研修「防災・減災カレッジ」
講 演 者：福和伸夫（減災連携研究センター教授）、他
内　　容：防災基礎研修
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開催月日・場所・問い合わせ先等 内容

6月28日（土）
場　　所：文系総合館７階
　　　　　カンファレンスホール
時　　間：13：30～16：00
対　　象：一般
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
国際言語文化研究科
教授　鈴木繁夫　052-789-5704

国際言語文化研究科シンポジウム�
「テレビ会議システムで世界とつながる：�
有効なグローバル人材育成法の構築」
講演題目： 「A TV Conference system across Asian institutions:  

A trial of project-based SLA」
講 演 者：鈴木繁夫（国際言語文化研究科教授）、
　　　　　マーク・ウイークス（同准教授）
講演題目： 「グローバル人材育成プログラム成功の核心からみた 

テレビ会議システム」
講 演 者：小野　博氏（福岡大学客員教授）
講演題目： 「グローバル人材育成ワークショップの仕掛けと成果 

からみたテレビ会議システム」
講 演 者：北　浩一郎氏（株式会社 LbE Japan 代表取締役）

7月4日（金）
場　　所：IB 電子情報館２階大講義室
時　　間：13：00～18：00
定　　員：150名
対　　象：一般
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
エコトピア科学研究所
真鍋勇介　052-789-3141

エコトピア科学シンポジウム　第1回エネルギーシステムシンポジウム
「持続可能な社会のためのエネルギーシステム」

講演題目：「名古屋大学エコトピア科学研究所エネルギーシステム研究部門（第6期）の活動方針」
講 演 者：舟橋俊久（エコトピア科学研究所寄附研究部門教授）
講演題目：「持続可能な社会のためのエネルギーシステム」
講 演 者：仁田旦三氏（東京大学名誉教授）
講演題目：「再生可能エネルギー発電予測の必要性と動向」
講 演 者：杉本重幸氏（中部電力株式会社）
講演題目：「コミュニティエネルギーの実証試験」
講 演 者：是石　純氏（トヨタ自動車株式会社）
講演題目：「アンシラリーサービスとデマンドレスポンスの今後」
講 演 者：浅野浩志氏（電力中央研究所社会経済研究所副研究参事）
講演題目：「スマート社会のための雷保護システム」
講 演 者：関岡昇三氏（湘南工科大学教授）

7月5日（土）
場　　所：文系総合館6階、７階
時　　間：13：00～15：30
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
文系事務部教務課
国際言語文化研究科担当　052-789-4881

国際言語文化研究科　2014年度オープンキャンパス
内　　容： 研究科・講座・コース紹介、進学相談会、大学院生による 

ポスター発表・インフォメーションコーナー

7月12日（土）
場　　所：国際開発研究科棟
時　　間：11：00～16：00
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
国際開発研究科
opencampus@gsid.nagoya-u.ac.jp

国際開発研究科　オープンキャンパス2014
内　　容： 留学生相談、施設見学（図書室、言語情報処理室）、スライド上映、 

大学院生による研究科紹介、全体説明会、専攻別説明会と個別相談、 
展示

7月19日（土）
場　　所：減災館、ES 総合館
時　　間：13：30～17：00
対　　象：一般
参 加 費： 無料（意見交換会は 

非会員・学生：1,000円）

［問い合わせ先］
名古屋大学協力会事務局
052-744-1987

名古屋大学協力会講演会�
「迫りくる南海トラフ巨大地震を克服する」

講演題目：「南海トラフ巨大地震を知る：基礎から最近の科学的知見まで」
講 演 者：鷺谷　威（減災連携研究センター教授）
講演題目：「歴史に学ぶ防災論：関東地震と東南海地震」
講 演 者：武村雅之（同寄附研究部門教授）
講演題目：「減災館を活用し南海トラフ地震の減災対策を進める」
講 演 者：福和伸夫（同教授）
内　　容：講演、施設見学
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開催月日・場所・問い合わせ先等 内容

7月22日（火）～11月15日（土）
場　　所：博物館２階展示室
時　　間：10：00～16：00
休 館 日：日・月曜日
入 場 料：無料

［問い合わせ先］
博物館事務室　052-789-5767

第19回博物館特別展�
「絹谷幸太・創知彫刻」

7月26日（土）、8月23日（土）
場　　所：博物館２階実験室、展示室
時　　間：10：00～15：30
参 加 費：50円（保険料）
定　　員：各21名
対　　象：小学５年生以上、一般

［問い合わせ先］
博物館事務室　052-789-5767

ミクロの探検隊Ⓡ
テ ー マ：「観察園のムシ」（7/26）、「雑木林のムシ」（8/23）
内　　容： 東山キャンパス構内で各自ムシを採集、実体顕微鏡や走査型電子

顕微鏡を使用し微細構造の観察をしながら分類や働きを学ぶ

7月31日（木）
場　　所：豊田講堂、シンポジオン
時　　間：13：00～17：10
参 加 費：無料

［問い合わせ先］
未来社会創造機構研究支援室
052-788-6056

第1回名古屋 COI 拠点公開シンポジウム、�
第2回社会イノベーションデザイン学センターシンポジウム
内　　容：名古屋 COI 拠点の概要および取り組みについて広く社会に紹介する
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　名大の学風を一言で表現する「自由闊達」という言葉
は、とくに最近よく使われ、今や完全に定着した観があり
ます。単純に言えば、この言葉は名古屋大学学術憲章から
引用したものですが（「自由闊達な学風の下…」）、その語
源についてはもう少し複雑な経緯があります。
　名古屋大学学術憲章は、松尾　稔総長時代の2000（平成
12）年に、全国に先駆けて制定されたものです。しかし、
制定当初の学術憲章には、「自由闊達」という用語は使わ
れていませんでした。学術憲章に「自由闊達」が盛り込ま
れたのは、この言葉を多用した平野眞一総長時代末期の
2009年2月のことです。
　また、1987（昭和62）年に多くの教職員や学生の署名に
よって採択された名古屋大学平和憲章にも、この言葉が見
られます。ただ、そこでは「自由闊達で清新な学風」とさ
れ、「自由闊達」が一枚看板ではありませんでした。
　ところで、平和憲章が採択された時の総長で、学生及び

教員として名大草創期の20年をすごした飯島宗一総長が、
『名古屋大学学報』に「学長就任にあたって」と題する短
い文章を寄せています。
　そこには、創立されたばかり名帝大は、厳しい戦時下で
あったにもかかわらず「学問振興のエネルギーと、学の総
合への情熱がみなぎって」おり、戦争直後は建物もお金も
食べ物すらない時代であったものの、キャンパスには希望
があふれており、自分の学生時代の青春の記憶も重ね合わ
せて、「自由で活達な名古屋大学の建学の気風を想起」す
るとの感慨が述べられています。平和運動家としても著名
な飯島総長の存在が平和憲章の背景になったことも考える
と、「自由闊達」の語源として注目されます。
　もっとも、さらに以前から、「自由闊達」は名大の学風
を示す言葉として使われていたと言う方もおられます。語
源を特定するのは大変ですが、何か情報をお持ちでした
ら、ぜひ大学文書資料室までお寄せください。

名古屋大学基金へのご寄附をお願い申し上げます。この基金は、平成18年３月に創設され、学生育英事業、教育・研究環境整備
事業、国際交流事業などの充実のために活用されます。ご寄附のお申し込み、お問い合わせは広報渉外課（基金推進室）あて（電
話052-789-4993，2011、Eメール kikin@adm.nagoya-u.ac.jp）にお願いいたします。

名古屋大学基金

１ ２ ３
４ ５

１　 飯島宗一（1922－2004）。第8代総長として、1981年７月か
ら1987年７月までその任にあった。名大の卒業生としては
初めての総長となった。

２　 『名古屋大学学報』第213号（1981年７月）。もっともこの文
章で飯島総長は、「若々しく自由な学風」とも述べている。

３　 1942年に入学した飯島総長が医学部学生とし学んだ名古屋
帝国大学医学部（現在の鶴舞キャンパス）。しかし、その後
の空襲によって多くの建物を焼失した。

４　 飯島総長は医学部では病理学専攻であった。写真は名帝大の
病理学実習の様子（ただしこの写真は医学部ではなく臨時附
属医学専門部のもの）。

５　 医学部助教授時代の飯島総長（1958年医学部卒業アルバム 
より）。

146 名大の学風「自由闊達」の語源
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